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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2014-500143(P2014-500143A)
【公表日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-001
【出願番号】特願2013-542647(P2013-542647)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  57/15     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   5/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０１Ｚ
   Ｃ０７Ｃ  57/15    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   5/06    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月4日(2014.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体の表面の少なくとも一部を、少なくとも一種の金属イオンに配位した少なくとも
二座の有機化合物の少なくとも一種を含む多孔性金属有機構造体で塗装する方法であって
、
　（ａ）該支持体表面の少なくとも一部の上に、上記少なくとも一種の金属イオンを含む
第一の溶液を吹き付ける工程と、
　（ｂ）該支持体表面の少なくとも一部の上に、上記の少なくとも二座の有機化合物の少
なくとも一種を含む第二の溶液を吹き付ける工程とを含み、
　工程（ｂ）が、工程（ａ）の前で、後で、あるいは同時に行われて、多孔性金属有機構
造体の層を形成することを特徴とする方法。
【請求項２】
　上記層が乾燥されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記層が少なくとも１５０℃で乾燥されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第一の溶液、第二の溶液または両方の溶液の拭き付けが、吹付ドラム中で行われること
を特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　第一の溶液、第二の溶液または両方の溶液が室温であることを特徴とする請求項１～４
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　第一の溶液、第二の溶液または両方の溶液が水溶液であることを特徴とする請求項１～
５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　上記の支持体表面が、繊維状表面または発泡状表面であることを特徴とする請求項１～
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６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　上記少なくとも一種の金属イオンが、ＭｇとＣａ、Ａｌ、Ｚｎからなる金属の群から選
ばれることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　上記の少なくとも二座の有機化合物の少なくとも一種が、ジカルボン酸、トリカルボン
酸またはテトラカルボン酸に由来することを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１０】
　上記多孔性金属有機構造体の層の質量が０．１ｇ／ｍ２～１００ｇ／ｍ２の範囲にある
ことを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
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